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レンツ『軍人たち』の
シユトルツィウスについて
津 田 克 己
シュトゥルム・ウント ・ ドラング時代の文学では誘惑される市民の娘の
モチーフがしばしば取り上げられた． ゲーテの『初稿ファウスト』，ハイ
ンリヒ・レーオポルト・ヴァーグナーの『嬰児殺し』， ヤーコプ・ ミヒャ
エル・ラインホルト・レンツの『軍人たち』など，その例は数多くあげる
ことができる． これらのうち， レンツの戯曲『軍人たち』 （1774-75年成
立， 1776年出版）は，フランス領フランドルを舞台に，貴族の軍人たちに
よって誘惑され，捨てられる市民の娘を描いた作品である．女主人公であ
る小間物屋の娘マリー・ヴェーゼナーはデポルトをはじめとする将校たち
の誘惑に身を任せ，不幸になるが，彼女の婚約者である呉服屋シユトルツ
ィウスはデポルトを毒殺すると共に自分も毒を仰いで死ぬ． ここにはマリ
ーやデポルトの悲劇と並んでシユトルツィウスの悲劇がある．
シユトルツィウスは最初マリーと相愛の婚約者として，一人の幸福な市
民として登場する． ところが駐屯守備隊の将校デポルトが美人のマリーを
誘惑した.やがて二人の関係が人々のうわさにのぼる．シユトルツィウスは
花嫁を奪われた哀れな存在として連隊の将校たちのからかいの的となり，
母親からは不実なマリーのことで手厳しくたしなめられる．息子カールの
熱愛する娘が気に食わない母親はその「いまいましい娘」(S.6)'を口ぎた
なくののしり， 「兵隊相手の女郎(Soldatenhure)｣(S､28)とまで呼ぶ．
’
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?しかしまもなくシユトルツィウスの変貌が始まる(Ⅲ’2)．彼はマリーの
心変わりはデポルトのせいだとして母親に対して彼女をかばう一方(｢あの
娘に罪はありません，あの将校があの娘の頭を狂わせてしまったんです.」
S.28),その堕落がもはや取り返しのつかない段階にまで来ていることを認
識し（｢(自分の胸をたたきながら）マリ－－いや，彼女はもうマリーじ
ゃない， もうあの同じマリーなんかじやない－」S.29),他に逃げ場の
ない自分自身の立場を自覚して，ついにデポルトヘの復譽を思い始める．
デポルトはやがてマリーを捨て，多額の借金を残して逃亡する．マリー
は大あわてで’一時シユトルツィウスとのよりをもどすことを考えるが，
娘を溺愛する父親ヴェーゼナーはそれでも何とかして彼女をデポルト男爵
夫人の地位におさまらせようと躍起になる． この間にシユトルツィウスは
復讐への第一歩を踏み出す．彼は連隊長（フォン・シュパンハイム大佐）
の許可の下にデポルトの同僚であるマリ少尉の従卒となる． この時の彼は
げっそりとやせ衰えて，色あおざめ，口ひげをたくわえたせいもあって，
さながら別人の如くである．
とかくするうちにマリーの堕落はさらに進行する． まず逃げたデポルト
からマリに乗り換えて母をあきれさせ，姉のシャルロッテからは－シユ
トルツィウスの母親からと同じように－「兵隊のパン助! (Soldaten-
mensch!)｣(S.35)となじられる．シユトルツィウスの外面的変化は著し
く，マリに付き従ってやって来た彼をかつての婚約者マリーはもはや認め
ることができない．
「まあお聞きになって．あなたの兵隊さんは以前私が知っていたある人
にたいへんよく似ていますわ，その人もまた私に求婚していたんですけ
ど． 」 (S.36)2
デポルトはマリーとの関係を何とかして断ち切りたいと苦慮しており，マ
リに彼女をくれてやってもよいつもりでいる．
次にマリーはラ・ロッシュ若伯爵とも関係をもつ．彼の母親の伯爵夫人
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は両者の身分の違いからそれをよしとせず，二人を別れさせて，マリーを
ぱ自分が引き取ってめんどうを見ることにする．一方マリは依然としてマ
リーに惚れていて，伯爵夫人のもとにいる彼女と密かに逢い引きをする．
しかしマリーは結局デポルトを忘れられず，彼に会うために伯爵夫人の家
から失蹉，マリはシユトルツィウスと共に彼女を捜しに出る．デポルトの
ほうではもうマリーを受け付ける気はなく， 自分のたくましい従僕に彼女
を好きなようにさせるつもりでいる3．
シユトルツィウスはこれらの経過の後，機をうかがって，ねずみ退治の
名目で毒薬購入の許可を上官のマリから得る．ある雨の日，薬局で毒薬を
買おうとするシユトルツィウスは， 自らの計画の恐ろしさにおののきため
らいながらも復警の念を燃え立たせる．
「そしていったい不正を蒙っている者たちがふるえていなくてはなら
ず，不正を行っている者たちだけが楽しくしているというようなことが
あってよいものなのか！－」 (S.51)
デポルト殺害の場面(V,3)は凄惨である．マリの家で二人の将校は食
事をしている．給仕を勤めるのはシユトルツィウス．デポルトはしかしこ
のことに気が付いていない． シユトルツィウスの外貌は昔に比べてそれほ
どまでに激しく変化している4．彼はこっそりデポルトのスープに毒を盛
った．そして自分自身も毒を飲んでいて，死人のように顔面蒼白である．
それまでのマリとデポルトとの会話はマリーのことであった．横暴で無責
任な貴族の軍人と虚栄心に満ちた市民の娘との相関関係の総括がここで行
われる．デポルトはマリーが「そもそも最初からして女郎だった」 (S.
52）と話し出し，マリは彼女の「虚栄心(Eitelkeit)｣(S.53)に言及す
る．
ほどなくデポルトは痛みを覚え，肘掛椅子に倒れ込み，けいれんを起こ
し始める．それまでデポルトの椅子のうしろに顔を歪めて立っていたシユ
トルツィウスはすぐさま彼に飛びかかり，その両耳をつかみ，顔と顔とを
’
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突き合わせて恐ろしい声で恋人の名を三度呼ぶ． 「マリ－1一マリ－1
－マリー！－」マリは即座に剣を抜いてシユトルツィウスを刺し殺そ
うとするが，彼がすでに服毒していることを知ると助けを求めて部屋を飛
び出して行く．
デポルト毒を盛られた．
シユトルツィウスそうだとも，裏切り者，貴様は毒を盛られたんだ
－そして俺は貴様に花嫁を女郎にされたシユトルツィウスだ．あの
娘は俺の花嫁だった． もし貴様らが女たちを不幸にせずには生きて行
けないのなら， どうして貴様らに抵抗できない女たちに手を出すん
だ．どうして貴様らの言うことを頭から信じてしまう女たちに手を出
すんだ．－マリ－，君の復讐は果たしたぞ！ 神様は僕に罰を下さ
れはしないだろう． （崩折れる.)(S.54)
そうしてシユトルツィウスはデポルトと共に死ぬ5．
このようにしてシユトルツィウスの復讐は完了し，彼の物語は終わる．
娘を捜しに旅に出ていたヴェーゼナーはついに乞食同然になったマリーと
路上で再会し6’連隊長は劇の最終場面での伯爵夫人との対話の中で，部
下のデポルトの残して行った借金を支払って，彼のために零落してしまっ
た小間物屋の一家を救ってやる意思のあることを表明する．
ここでシユトルツィウスの形象について考えてみよう．上述のように，
彼は最初マリーを将校デポルトに奪われる哀れな花婿として，それも悲劇
的であると同時にかなりの程度まで喜劇的でもある人物として舞台に登場
する．マリーを敵視する強気な母親との場面(I,2;m,2)－ここ
での彼は「頭に包帯をして」気分がすぐれず，母親からは「お馬鹿さん
(HannsNarr)｣(S.6/と呼ばれる一はレンツが『軍人たち』で意図
した喜劇性やユーモアの一端を担っており，デポルトのマリーに対するふ
るまいのことでオーディ少佐にうまく言いくるめられるリース河畔の場面
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（Ⅱ’ 1）や，それに続くコーヒー店の場面（Ⅱ’ 2）と共にシユトルツ
ィウスのもつ弱さ，抵抗力のなさを表す．特にオーディ， ラムラーなどの
駐屯軍の将校たちに婚約者のことでからかわれるコーヒー店での場面は彼
の置かれた境遇のみじめさを浮き彫りにする． ここで彼の口にすること
ば， 「外は風がたいへんきつうございます． この分だと雪になりますでし
ょう.｣(S.21)は彼の身の上を象徴するかのようである8．これらの場面で
はまたこの若い商人が感じやすく傷つきやすい人間であること，そして言
ってみればある種の「おかあさん子」であることも明らかになる．ただし
シユトルツィウスはヴェーゼナー父子や将校たち（オーディ， ラムラー，
マリ,あるいはピルツエル）とは異なり，決して戯画化はされない9．彼の
性格描写はまじめなものである． このように劇の前半におけるシユトルツ
ィウスは悲劇性と喜劇性とを兼ね備えた人物として観客の前に現れる．
ところがこのシユトルツィウス，一見小さな，無力なシユトルツィウス
は，ひとたびマリーの変心の原因がデポルトにあると見て取るや，すみや
かに母親の支配権から逃れ出て自分の道を歩み始める．彼はものに葱かれ
たようになって「彼女を邪道に導いた悪魔」 (S.29)デポルトヘの復讐を
思い（Ⅲ’ 2)， その目的を完遂するまでじっと静かに一従卒の役目を果
たし続ける●実際，復讐者シユトルツィウスは『軍人たち』の中で一つの
目標に向かって突き進むただ一人の人物である．その一徹でねばり強い態
度は，それに並行して見られる彼の外面的，肉体的な衰微とは鮮やかな対
照を成す．テポルトヘの復讐のために呉服屋からマリの従卒に商売替えを
するに至った時の場面（Ⅲ’ 5）では彼は顔見知りのマリにすらすぐには
見分けがつきかねるほどのはなはだしい変わりようであった． シユトルツ
ィウスのこの外面的変化は劇の後半において彼が果たす役割にとって重要
な意味をもつ・上述のように’そこでは彼はもはや外見によっては彼の周
囲の人々－その中には恋人マリーも含まれる－によって認識され得な
い●彼はマリの従卒になってから毒殺の場面で瀕死のデポルトに向かって
’
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自分の名を明かすまで，言わば劇の本筋の後方に身を潜めている．それは
誰にも知られず，誰からも忘れられた孤独な状態であった．マリにしても
自分の部下がマリーのかつての婚約者だということを忘れ去っているかの
ようである．少なくとも彼のふるまいはシユトルツィウスの権利を無視し
ている'0．
このような疎外された境遇においてシユトルツィウスにかかる大胆な行
動一殺人と自殺と－を可能ならしめたのはマリーヘの変わることのな
い純粋な愛情である．彼はマリーに背かれてからも彼女を愛し続ける．い
ったいこの劇においては女主人公とその本来の婚約者シユトルツィウスと
の直接の対話の場面はただの一つもないということに注意すべきである''、
彼らは互いに20kmほども隔たった二つの町一リールとアルマンチエー
ルーに別れて住んでいた．最初のうち二人の間は文通によって結ばれて
いるが，マリーがシユトルツィウスから離反した後は二人の物語は別々に
展開する． シユトルツィウスはマリーが身をもちくずしたことは知ってい
ても，それを遠くでじっと見守るだけで， もはや自分のほうから積極的に
彼女に近づくことはしない．ただ彼女への以前と同じ愛情を胸に抱き続け
るだけである．
だがそれはある意味において現実のマリ一自身でなく， マリーの幻影
－彼の心の中にある一つの理想一への愛情と言えるかもしれない．マ
リーは純情可憐で愛すべき存在ではあるけれども，一方では虚栄心に富ん
でおり， コケットでフラッパーである．彼女は父親の小間物屋と同様， 自
分がいつか貴族の奥方(gnadigeFrau,S.16)になれるかもしれないと
思い込む．彼女自身はその美貌によって，父親のほうはその財力によって
この目標が達成できるかもしれないと考える．彼ら二人はあわよくば上流
階級に仲間入りをしてやろうという奴隷根性に支配されている． もっとも
父親ヴェーゼナーは最初のうちはデポルトがマリーに近づくのを好ましく
思わず，市民階級の家父としての威厳を示したが， まもなく気が変わっ
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「た．マリーとその父親との打算的なふるまいは，デポルト以下の将校たち
の悪徳行為に劣らず， シユトルツィウスの受難のもととなったのである．
このヴェーゼナー父子に比較してシユトルツィウスの内面的な強さ，真蟄
さは明らかであろう．彼はその心の誠実さ，その行動の首尾一貫性におい
て彼らとは対極に立つ． この点で彼は，同時代に例を取るならば，ヴァー
グナーの戯曲『嬰児殺し』（1776）に出る肉屋の親方フンブレヒトとその
娘で劇の女主人公であるエーフヒェンとに似ている． この二人はレンツの
ヴェーゼナー父子と異なり，貴族階級に対して最後まで反抗的姿勢を貫
く．
ここでシユトルツィウスの形象のもつ二面性について語ることができ
る．それは彼の外的な弱さと内的，精神的な強さとである． 『軍人たち』
の中にはおとなしくて従順で，観客の同情と哀れみとを誘わずにはおかな
い半ば喜劇的な人物シユトルツィウスと， 自らの目的に向かって黙々と行
動し，最後は死に突入して行く真に悲劇的な人物シユトルツィウスとがい
る．劇の筋の進展に従って前者が後者へと姿を変えて行くのがわかる．い
つも頭に包帯をして母親に押えつけられている内気な呉服屋がやがて果敢
な復響者へと変貌を遂げるのである．
しかしこの変貌は外面的なものである．シユトルツィウスにおいては劇
全体を通じて一つの性格が支配している．劇の前半において彼のふるまい
に喜劇的な要素が見られるとすれば，それは彼の内心の葛藤の一つの現れ
である．彼は自分の置かれた状況一社会の上層部からの介入によって恋
人を奪われたという悲劇的な事態一を見つめ， 自分の取るべき道を考え
る．彼は一人の商人としての，一人の市民としての自分に許された行動の
可能性を模索する．彼は迷い，苦しみ，差し当たっては何もできない自分
の弱さに苛立つ．彼が一見滑稽で哀れむべき人物として舞台に登場してい
る時，彼の内部ではこのような戦い－自らの自由を求めての戦い－が
’
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行われていたのである．それは社会的身分という制約の下での精一杯の努
力であった．そしてこれが劇の後半における殺人という，大胆ではあるが
少々突飛な，的はずれな復讐行為へとつながって行く．そして一方では彼
の役割が最初のうち示す喜劇性が，劇全体において彼の運命のもつ悲劇的
性格をよりいっそう高め，際立たせる効果をもつ． 、
しかしながらシユトルツィウスは決して英雄などではない．彼は自分で
自分の運命を操るのではなく， 自分がそれに操られる．彼がデポルトヘの
復讐を思い始める場面（Ⅲ’ 2）での特徴的なせりふ，
「(冷然と）どの一日もみな同じことだ． きょう来ないものはあす来る．
そしてゆっくりとやって来るものが結局はよいのだ．おかあさん，あの
歌の文句は何て言ったつけな’ もしも小鳥がお山から麦の小粒を一つず
つ毎年運び去るのなら，ついにはうまく行くだろう」(S､29)
云々にしても，そこに革命的な響きがないではないが，やはり彼の母親も
言うように，すでに熱に浮かされているシユトルツィウスのうわごとと解
すべきものであろう'2．彼はまた同時代のクリンガーの戯曲に登場する生
き生きとしてたくましい快男児たちとも， 『たくらみと恋』（1784）の雄弁
な主人公フェルディナントとも多くの点で異なもていて，静かに目立たず
行動する人物である． シユトルツィウスはむしろ後年-60年ばかり後
一のビューヒナーの劇の主人公ヴォイツェックに近い．軽歩兵で床屋の
ヴォイツェックはレンツの呉服屋と同じような状況に置かれるが，ただ彼
は誘惑者の鼓手長ではなく， 自分を裏切った不実な恋人マリーを刺し殺
す'3．
ではレンツのシユトルツィウスはなぜ誘惑者デポルトを殺し， 自分も死
ななければならなかったか．それは彼の置かれた環境(milieu)のなせる
わざである．彼は自分の周囲， 自分の同胞に援助を求めることはできな
い．誰も彼の権利を守ってはくれない．彼の時代の社会に正義の行われる
－28－
ことを期待してもむだである．彼は社会の中で孤立している．恋人のマリ
ーからさえも遠く引き離されている．追いつめられた者は自分で自分の道
を切り開かなければならない．かくして彼はゲッツのような「独立独歩の
人間」となる● しかしただの無力な一市民一一駐屯守備隊をお得意とする
商人一たる彼にいったい何ができるであろうか．それはせいぜいマリー
の最初の誘惑者であるデポルトを殺すことだけである．少なくとも彼はそ
う考える．そしてその際彼はデポルトにそのような行為を容易たらしめた
マリーの虚栄心をば等閑に付す．彼の眼は貴族の将校の横暴なふるまいや
その無責任さにしか向けられていない．マリーヘの盲目的な愛に捉えられ
ているシユトルツィウスにとっては， マリーはデポルトの犠牲でこそあ
れ，決して自分の不幸の原因の一つなどではなかったのである． この限ら
れた視野ゆえの誤った認識は呉服屋を特徴づけている． ここから誘惑者毒
殺という，ある点において確かに無意味な企てが彼の心の中に生じた．そ
してその行為一殺人一によって彼自身もまた生きていられなくなる14．
薬局の前の場面（Ⅳ， 11）で彼は
「入るのだ， シユトルツィウス．たとえそれが奴のためでなくとも，少
なくともおまえのためにはなる．そしてそれがおまえの望んでいるすべ
てじゃないか－」(S.51)
と言って中へ入って行く15． これがシユトルツィウスを待ち構えている運
命であった． これはひとたびは市民悲劇の女主人公となりながら，最後は
破滅から救い出され，死なずに終わるマリーの物語一一種の悲喜劇と呼
べる一とは対照的である● マリーの不運は，言ってみれば，彼女自身
のうぬぼれによって半ば自ら招いた災いであり，一方シユトルツィウスの
不運はマリーとその父親および将校たちのふるまいのもたらした結果であ
る．
だが彼がデポルトを毒殺し， 自分自身も服毒自殺したからと言って,_マ
リーの悲劇の進展をいくらかでも食い止めることができたというわけでは
’
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1ない．殺害と自害とはマリーの倫落の深まりには何の影響も及ぼさなかっ
た．その意味でシユトルツィウスのふるまいは実際馬鹿げているとも言え
る． しかしそれにもかかわらず彼はそうするしかなかった． レンッのこの
劇はすなわち18世紀という時代において支配階層によって抑圧された者た
ちの取るべき行動，身分社会という堅牢な枠の中でがんじがらめにされ，
そこからの出口を捜し求めてもがく者たちに残された唯一の道を提示して
いる．重要なのはシユトルツィウスのような人間に殺人というような大胆
なことができるかどうかではなく，彼はそうせざるを得ないということ，
彼にはそれしか残された道はないのだということである'6．呉服屋シユト
ルツィウスは『家庭教師』（1774）の主人公ロイファーと同様，当時の矛
盾した社会一『軍人たち』の場合には守備隊駐屯都市という環境一の
犠牲者であって，そこからの逃げ道が前者においては自殺，後者において
は自己去勢であった'7．
だがこのような束縛された状態はひとり市民階級にのみあてはまるので
はない．貴族階級の人間もまた18世紀身分社会の枠の中でしか行動できな
かった． 『軍人たち』の登場人物の中で貴族階級を代表するのはフォン・
シュパンハイム大佐（伯爵）とその連隊の将校たち，およびラ・ロッシュ
伯爵夫人であるが， これらの中でデポルト，オーディ， ラムラー，マリな
どの将校たちは言わば悪役であって，軍人階級，特に将校団のもつ悪い側
面，否定的側面を表現する． これに対して連隊長と伯爵夫人の二人はいわ
● ● ● ● ●
ゆる啓蒙された貴族であり，不幸なマリーやその父親に救いの手を差し延
べる役目を帯びる． ところがこの貴族の側からの好意は実際には何の役に
も立たない．すなわち，すでに見たように，伯爵夫人は評判をなくしたマ
リーを引き取って後見し，その名誉を回復しようとするが，まもなくマリ
ーに出奔されてしまい，その計画は挫折する．連隊長は財政的援助によっ
てヴェーゼナー家を立ち直らせようとするが，それはすでにシュトルツィ
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ウスとデポルトとが死を遂げ，マリーが事実上売春婦となってしまってか
らのことである． これらの働きかけはいずれも悲劇がすでに始まってから
なされたもので，言わば応急処置であり，決して事件を真の解決に導いた
り， この種の悲劇的な出来事の再発を防いだりする性質のものではない．
そして連隊長が劇の最終場面(V,5)で持ち出す奇抜でグロテスクな
「軍人用慰安婦養成所(PflanzschulevonSoldatenweibern)｣(S.56)
設立の案は作者レンツの思い描いた具体的な社会改良案の現れとして興味
深いけれども，残念なことにまったく現実性を欠く．
つまり彼ら二人の貴族の社会観が問題なのであって，そこでは当時の身
分制度が絶対視され，それ自体への根本的な問いかけがなされない．マリ
ーの事件への連隊長と伯爵夫人との対処のしかたは－特に後者の場合，
それがいかに暖かい親切心から出たものであるにせよ－基本的には上層
部から下層部への一方的介入であり，個人的レベルでの打開策であって，
言い換えれば現実社会への妥協である．社会構造そのものの変革はそこで
はまったく意図されない．その意味で彼らのやり方はシユトルツィウスの
取る行動と類似性をもつ．つまり二人の貴族も呉服屋もそれぞれ何らかの
意味で自分に許された可能性を求めて行動するのであるが，彼らのいずれ
も自分の属する社会階層にのみ有効な視点しかもたない． シユトルツィウ
スの反抗は，デポルトヘの復讐という形を取ることからもわかるように，
自分たちがその中で生活する身分制社会それ自体に向けられた全社会的な
ものではなく， 自分の恋人を誘惑して堕落させた将校一人に向けられた，
純粋に個人的色彩の強いものである．
｜
このように『軍人たち』の登場人物たちは－将校であれ，貴婦人であ
れ，あるいは商人であれ，娘であれ－それぞれの属する社会的身分にふ
さわしい行動をする．それは言わばマリオネットの世界である．どの人物
も自分の身分を代表し，それに特有の行動様式を示す．そして身分的制約
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Iの枠の中から一歩も外に踏み出さない． シユトルツィウスもその例外では
ない． レンツはこの劇で個人ではなく身分を描こうとした．彼は作品の成
立後， 1775年7月に女流作家ゾフィー･フォン･ラ・ロッシュ(1731-1807)
一劇中人物ラ・ロッシュ伯爵夫人のモデルである一に宛てた手紙で
『軍人たち』で彼の意図したところを述べている．それによると彼の努力
は「各身分をあるがままに描くこと(dieStandedarzustellen,wiesie
sind)」に注がれた18.これは『演劇覚え書』(1774)で示された彼の演劇
理論とも合致する．彼の考えでは喜劇(Kom6die)－彼は「家庭教師』
や『軍人たち』をその真剣な内容にもかかわらずそう名付けた－の根本
思想は，悲劇におけるとは異なり， 「人物(einePerson)」ではなく「事
物(eineSache)」である19.『軍人たち』の登場人物たちはその環境と密
接な関係にあり，そこに働く社会的，経済的な諸力の支配下にある．彼ら
は生きた人物と言うよりはマリオネットに，従って事物に近いと言ってよ
く，その環境に操られる存在である．そしてこれらの人物たちの置かれた
環境こそがレンツが観客に示そうとしたものであった．彼の「喜劇」の意
図はそこにある． しかし彼はその作品の中で現実社会の諸相をその暗黒面
までをも含めて生き生きとした筆致で描き出しながらも，そこに生じるさ
まざまな問題を指摘するにとどまり，それらに対する真に有効な解決策を
示すことはできなかった． この未来への展望の欠如は彼の世界像の特徴を
成す． レンツの劇『軍人たち』は18世紀身分社会に生きる者たち－市民
もまた貴族も－に何ができるかではなく，どういうことしかできないか
を示した作品である．実社会の不合理，不平等に対してなすすべを知らな
い登場人物たち－それはまた作者自身の姿でもあった．
｜
『軍人たち』の作者レンツにとってシユトルツィウスとは何であった
か．劇の主人公たる軍人たちと女の主人公マリー・ヴェーゼナーとの運命
の絡み合いを描くに際し，作者は『エグモント』のブラシケンブルクを思
?
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わせる誠実な一市民を第三の視点として彼らに対置した．不運な呉服屋の
物語は単に貴族の将校たちの独断専横に対してのみならず，また市民社会
自体に潜むさまざまな矛盾－特に社会的上昇志向や貴族に対する卑屈さ
－に対しても鋭い批判となる． もしレンツが『軍人たち』の中にシユト
ルッィウスという人物を登場させなかったとしたら，すなわち， もしマリ
ー・ヴェーゼナーに同じ身分の婚約者がいなかったとしたら， この作品の
もつ社会批判性は，少なくとも作品の観客に訴える力はより弱いものにな
っていたことであろう． しかしそうは言っても， シユトルツィウスは伯爵
夫人のようにマリーに向かってお説教をしたりはしない．連隊付きの従軍
牧師アイゼンハルトのように軍人階級を正面きって攻撃したりもしない20．
美徳の長広舌は彼には無縁である．彼はただひっそりと舞台に登場する．
それでもこの不幸な花婿の形象は作者の社会観の一つの具現化であり，あ
る点においては彼の自画像でもある2'．そして積極的な意味で作者の思想
の代弁者と目される三名の人物一連隊長， 伯爵夫人， アイゼンハルト
ーがまったく喜劇的要素を担わないのに対し，シユトルツィウスがマリ
ーをめぐる悲劇のまっただ中にいながら，劇の前半においてだけではある
が，喜劇性をも合わせ示すというのはまさに特徴的である．
『軍人たち』の観客は小間物屋の娘マリーの悲劇的な物語を舞台上に見
て，彼女の運命に同情し，あるいは感動すら覚えるかもしれない． しかし
その同情あるいは感動は，マリーの物語が結果としてある種のハッピー・
エンドに終わること，つまり一種の悲喜劇を成すこと，そして彼女の不幸
をもたらす原因が貴族の将校たちによる誘惑にのみならず，また他ならぬ
彼女自身のもつ虚栄心にもあることを考慮することによって，幾分弱めら
れるにちがいない．デポルトをはじめとする将校たちはただ彼らの社会
一貴族の将校団一における道徳通念に従って行動したにすぎない． レ
ンッの描き出す『軍人たち』の世界においては軍人たち自身もまた疑いも
なく，市民の娘たちと同様， 自らの社会環境の犠牲者である． （現にデポ
｜
’
I
’
－33－
7 ? ? ? ?
ルトはシユトルツィウスに毒を盛られて死ぬ.）すなわち彼らはみなその
環境に操られるマリオネット的存在であり，環境に従属している．
そしてこの劇の中で最大の犠牲者と呼べる呉服屋シユトルツィウスの運
命に観客は最大の同情を覚えずにはいられない．彼の悲運は自ら招いたも
のではない．他から押しつけられたものである．確かにデポルトの殺害と
それに伴う自殺という彼の行為はバカげているかもしれない．だがそれで
も彼の物語はその内容からして観客の胸に真の悲劇的感動を呼び起こすの
に十分である．そしてそのことによって，観客にその時代の閉塞性，封建
的環境のもたらす反自然性をはっきりと示すという，作品の教訓的意図な
いしは社会批判の意図が確実に達成される．マリーと貴族の将校たちとの
相関関係は，すぐれた脇役とでも言うべきシユトルツィウスの側からの照
明の中でよりいっそう明瞭な形となって舞台上に提示されるのである．そ
してそこにこそレンツが彼の劇『軍人たち』の中に気の毒な， しかし誠実
な花婿の形象を導入した目的があり，そこにこそこの作品における呉服屋
シユトルツィウスの存在理由がある．
注
1 使用テクストはJakobMichaelReinholdLenz,DjeSb此加g".母"gKb"@O"e.
MiteinemNachwortvonManfredWindfuhr,Stuttgartl957;1978(=
Universal-BibliothekNr.5899).ここからの引用はページ数のみで示す．
2－人の女性が自分のかつての婚約者を－たとえ彼の外貌がいかに著しく変化し
ていようと－識別できないというのはいかにも不自然である． この場面（Ⅲ’
6）でマリが自分の従卒を－その理由はどうあれ一カールではなくカスパー
と呼んでいることを考え合わせても，マリーの態度は不可解と言わなければなら
ない．元来シユトルツィウスとは単なる顔見知り程度にすぎなかったであろうと
思われるマリですら，前の場面（Ⅲ' 5）では彼を凝視の末，認めている．マリ
ーがもはやシユトルツィウスを見分けることができないという事実の説明はおそ
らく彼女自身の心的態度に求むくきものであろう．貴族の将校に心を奪われてい
るマリーはもはや自分と同じ身分の人間には興味を示さない． しかも異性に対し
てばかりか，女友だちのツィプファーザート嬢に対しても思い上がった，軽蔑的
な態度を取る（Ⅱ’ 3；Ⅲ’ 3)．後の伯爵夫人との対話の場面（Ⅳ，10）でも
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?このようなことが伯爵夫人によって指摘される．
3 デポルトのこのやり方は後になって仲間のマリからさえも恥知らずと見なされる
ことになる（毒殺直前の二人の会話S.52-53).
4ただしデポルトがそもそもシユトルツィウスをこの時までにすでに見知っていた
かどうかは不明である．劇の中では毒殺場面以外に二人が会う場面はない．
5 この場面についてはReneGirard,Le"zZ75Z-Z792・Ge""sed'""g〃α"､α‐
オ"埴jg伽〃αg/-cO"@"e,Parisl968,S、 394-396を参照．そこではデポルトの
背後にしかめ面で立つシユトルツィウスはおごそかな死の姿と見なされ，誘惑者
に襲いかかるシユトルツイウスは復讐の女神（ネメシス）の化身にたとえられる
(S.395).
6娘との再会の直前， ヴェーゼナーは自分の商売がすでに2年間停頓していること
を口にする(V,1)．この年数はマリーが伯爵夫人のもとから逃走してからの
期間と考えられるので，その間彼女は一人で生きて行くために身を売らねばなら
なかったであろうことは容易に推測される.EdwardMclnnes,〃た06ハ"C"αeノ
励伽加脇Le"z,,DieSb〃"ｵe"“？”ｵ,M""""g",Ko""we"ｵαγ,Miinchen/
Wienl977(=ReiheHanser237),S.67.
7 この呼び名は民衆喜劇の道化役ハンスヴルストを連想させる. Girard,a.a.0.,
S.354を参照．
8軍人階級に対して彼の立場が弱いのはその職業のせいでもある．呉服屋シユトル
ツィウスは駐屯軍に反物を納入している身分であって，連隊の将校たちは彼のお
得意である．事実またマリーが彼の婚約者であることが彼らの間に知れ渡って以
来，彼の商売が繁昌してきているらしいことが， コーヒー店の場面冒頭の従軍牧
師アイゼンハルトのことばからわかる．軍人階級との関係においては小間物屋ヴ
ェーゼナーにも同じことが言える．つまり彼にとってもまた駐屯軍将校たちは大
事な客である．従って彼は自分の娘を将校たちの誘惑から守りおおせることがで
きない． このように商人たちの軍人たちへの従属関係には，身分の違いとは別
に，経済的な力も大きく働いている. BruceDuncan,T"eCりWc､Hγ"c〃γe
qfLe"z's,,SbdtW"".In:Mo晩γ〃Lα昭"昭gNbｵesl976,S、519-520を参照．
9 KarlS､Guthke,Le"zg"s”Hﾛ加gぶgγ"〃"‘,’8℃〃"e"''・勘〃〃e""Fb""@9"-
t""si〃〃γGesc"c"edesde"sc"g"Dγα"､as・In:W〃舵"desWbγ＃9
（1959）はしかしシユトルツイウスもまた他の人物たちと同じように戯画化され
ているする．形容詞stolzにラテン語風の語尾を付けた「シユトルツィウスとい
う表情豊かな名前をもつ」マリーの婚約者は「母親の前掛けのひもにまといつい
い，馬鹿なからいばり屋」だと言うのである(S.282)．
10マリが自分の部下を呼ぶ名前カスパー（注2を参照）は人形芝居の道化役カスペ
ルレに通じる． ここに貴族の将校の平民（兵隊）に対する態度が暗示されている
と見ることもできよう．
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11劇中でただ一度二人が同時に舞台に表れるのはシユトルツィウスがマリの従卒と
してかつての婚約者を見る場面（Ⅲ’ 6）においてであり，その時には，上述の
ように，彼女のほうでは彼がわからない．
12 ここでシユトルツィウスの引用する小鳥の歌は， ヴェーゼナーの老母が窓辺で編
み物をしながら歌う「若い娘はさいころで……」(n,3,S.26)という歌と同
様，出所不明である．民衆文学への関心はシュトゥルム・ウント・ドラングの特
徴の一つで， 『初稿ファウスト』に見られるように，文学作品の中に民謡を取り
入れることも行われた. HerbertKramer(Hrsg.),勘"〃"ｵgγ""ge〃〃〃Do-
加沈g"ｵ99〃班MR・Le"z"D"SMjZMe"",Stuttgartl974;1977(=Univer-
sal-BibliothekNr､8124),S.15u.16.
13 ピューヒナーとの関連についてはBennovonWiese,D彩庇"ｵsc"eT""gひ〃g
ひo"Less2"g6""を肋gj,Hamburgl948;Mtinchenl983(=dtv4411),S.
528-529およびGirard,a.a.O.,S.422ff を参照
14 ヴェールターの時代においては自殺は必ずしも否定的行為でなかった．ゲーテの
小説の主人公は， （作品中の） 1771年8月12日付けの手紙から読み取られるよう
に， 自殺を偉大な行為と比較している．
15 この場面のシユトルツイウスの言語についてはMarkO．Kistler,Dγα"，α"
オルe@SYoγ加α"団翻γess,NewYorkl969(=TWAS83),S.61で，簡潔で鋭く，
抑制のきいた文体が後のビューヒナーやグラッベに至る道を開拓したことが述べ
られる．
16JohnOsborne,/MRLe"z.T"g肋"""c"伽〃呼亙なγoiS"z,G6ttingen
1975(=PalaestraBd.262),S.143ではシユトルツイウスの性格を考えると殺
人というような行為をやり遂げることができるかどうか怪しいものであること，
殺害場面それ自体も非現実的な感じがすることが述べられる．一方Wiese,a.a.
O.,S.529によればシユトルツイウスは（ビューヒナーのヴオイツェックとは異
なり）誘惑者と自分自身とを同時に処罰することによって正義を完遂する「一種
の神の手伝い人」として死ぬ.OttomarRudolf,/tzco6Mic加gﾉ肋'"加脇Le"z.
A"γα"Sオ〃"aA"捻賊γ",BadHomburgv.d．H./Berlin/Ziirichl970,S
181-182によればシユトルツイウスの中には「狂信者，殉教者の悪霊が眠ってい
る.」ここでは宗教的観点からシユトルツイウスは「世界正義への問いかけ」を
行う者， 「人類の良心の執行者」と見なされ，彼の復讐の目的は「バラバラにな
った道義的世界秩序を回復させること」に他ならないとされる．
17 『軍人たち』と並ぶレンツの重要な劇作品「家庭教師， もしくは個人教育の長
所』においてもまた「身分違いの結婚(mesalliance)」が取り扱われるが，ここ
では男が平民，女が上流階級の人間である． フォン・ベルク少佐の娘グストヒェ
ンは相愛のいとこフリッツ・フォン・ベルクの留守の間に自分の家庭教師ロイフ
ァーに誘惑され，家出をして子供を産む．そして絶望して投身自殺をはかる．教
－36－
「え子の令嬢とは離れて別に逃亡していたロイファーは彼女が死んだという誤報を
信じて後悔に駆られ， 自ら去勢する．
18前掲母"舷""γ"昭9〃〃"〔Do加加g"e,S､31-32により引用．
19JakobMichaelReinholdLenz,A"加eγ伽"ge〃〃〃γsT"e"".肋α舵妙eαγg‐
A76g"e〃〃”助αたeSpeαγe-[""serzz"壇g"・H aus egebenvonHans-
GiintherSchwarz,Stuttgartl976(=Universal-BibliothekNr.9815),
S.38.
20アイゼンハルトは軍人階級の道義の頽廃を当時の芝居の悪影響によるものとみな
し， これを激しく論難する(I,4)． しかるに一方， コーヒー店の場面（Ⅱ’
2）では従軍牧師は「蜜入りケーキに群がるハエのように連中がみんなでよって
たかってかわいそうなシユトルツィウスにまとわりついている有様は滑稽です」
(S.18)と評しながらも，いざその「かわいそうなシユトルツィウス」が将校た
ちの物笑いの種になる段になるとその事態に対してまったく無力である．
21 「軍人たち』はレンツのストラスブール滞在中の体験から生まれた作品であり，
駐屯守備隊での生活と共に，その地の宝石商の娘クレオーフェ・フィービヒー
マリーのモデルである－への報われぬ恋を反映している． クレオーフェは， レ
ンツがその家庭教師を勤めていたフォン・クライスト男爵兄弟のうち，兄のフリ
ードリヒ・ゲオルクと1773年に婚約していた．このクール公国出身の貴族は， レ
ンツの劇の将校(デポルト男爵)と同じように，娘を捨てる．レンツは自分の片恋
を『日記』(1774）に書いた.『軍人たち』は1774年からその翌年にかけての冬に成
立する.M.N・Rosanow,〃肋6MR.Le"z,〃γ〃c〃”"γ邸"γ沈一〃"α
Dγα"gp"jO".艶'〃Le6g〃〃"dse"gWなγ〃g.DeutschvonC.vonGiitschow,
Leipzigl909;1972,S.298およびS.239ff.を参照．
’
〔付記〕本稿は昭和58年4月4日の阪神ドイツ文学会・第106回研究発表会におけ
る口頭発表に基づく．
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Die Gestalt von Stolzius 
in J. M. R. Lenz' Soldaten 
Katsumi Tsuda 
In der Sturm-und-Drang-Dichtung kehrt das Motiv der ver-
führten Bürgermädchens immer wieder. Dieses Drama von Lenz, 
Die Soldaten(l 776), stellt die tragische Geschichte von Marie 
Wesener, der Tochter eines Galanteriewarenhändlers, dar. Ein 
adeliger Offizier namens Desportes verführt und verläßt Marie. 
Sie erliegt dann der Verführung anderer Offiziere. So sinkt sie, 
ein gefallener Engel, Stufe um Stufe herab. Unterdessen nimmt 
sich der Tuchhändler Stolzius, Maries Verlobter, vor, sie zu 
rächen. Er vergiftet Desportes und sich selbst. 
Wir wollen hier die Gestalt von Stolzius betrachten. Der 
Tuchhändler Stolzius tritt erst als ein armer Mann auf, dem 
seine Geliebte geraubt wird, wobei er tragisch und doch zugleich 
etwas komisch wirkt. Seine Mutter schilt ihn wegen der untreuen 
Marie heftig ; die Offiziere der Garnison treiben ihren Spaß mit 
ihm. Insofern scheint uns Stolzius gewiß von schwachem Charak-
ter, gleichsam ein Muttersöhnchen zu sein. In Wirklichkeit aber 
ist Stolzius trotz seiner komischen Züge kein Zerrbild. Er stellt 
eigentlich einen ernsten Charakter dar. Der sich rächende Stolzius 
nämlich erweist sich als innerlich und geistig so stark und in 
seinem Verfahren so konsequent, daß er sowohl zum Auf-
stiegswillen und Servilismus der W eseners als auch zur Willkür 
der adeligen Offiziere einen klaren Kontrast bildet. 
Stolzius besitzt also zwei Seiten. In den Soldaten sind der 
schwache, immer von seiner Mutter unterdrückte Stolzius und 
der starke, kühne Stolzius, der mit dem Verführer zusammen in 
den Tod stürzt, zu beobachten. Wir begegnen zuerst einem 
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sozusagen tragikomischen betrogenen Bräutigam und dann einem 
echt tragischen, fest entschlossenen Rächer. 
Welche Bedeutung kommt nun Stolzius in diesem Drama zu? 
Er verkörpert Lenz' Kritik an der widerspruchsvollen Gesellschaft 
seiner Zeit. Anhand des harten Schicksals des Tuchhändlers 
Stolzius tritt die Wechselbeziehung zwischen Bürgermädchen und 
adeligen Offizieren deutlich hervor. Nicht nur der Verführer 
Desportes ist jedoch an Maries Unglück schuld, verantwortlich 
ist vielmehr die Ständegesellschaft des 18. Jahrhunderts. Daraus 
ergibt sich die tragische Situation, in der sich die Personen des 
Stückes befinden. Es sind eben diese Verhältnisse, die uns der 
Autor zeigen will. 
Das Drama Die Soldaten erklärt uns die soziale Anschauung 
von Lenz. Die Ordnung der bestehenden Gesellschaft gilt bei 
ihm als absolut und unverrückbar. Zwar beschreibt er in seinem 
Werk gesellschaftliche Erscheinungsformen auch mit ihren dun-
klen, negativen Seiten, kennt aber kein wirksames Mittel, ein 
Bürgermädchen vor der Verführung durch adelige Offiziere zu 
schützen. Das Verhalten von Stolzius spiegelt das unverkennbar 
wider. Der unglückliche Tuchhändler muß am Verführer seiner 
Braut Rache nehmen und sich dadurch zugrunde richten. Der 
arme Stolzius stellt-wie der Kandidat Läuffer in Lenz' früherem 
Drama Der Hofmeister (1774)-ein Opfer seines Milieus dar. Es 
bleibt ihm kein anderer Ausweg übrig als der Selbstmord. 
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